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会 長 挨 拶
会長　菅沼宏比古

副会長　米倉洋一郎（代読）
　皆さん、こんにちは。
　本日は、出張のため例会に
出席できません。申し訳あり
ません。
　先日長崎新聞に、こんな記
事が出ていました。国立社会保障・人口問
題研究所の調査によると、戦前は見合い結
婚が7割を占めていたが、1960年代に恋愛結
婚と比率が逆転し、今では9割が恋愛結婚だ
そうです。情熱的な恋愛を経て結婚したと
しても、熱は大概冷めていくものだが、そ
こからが本当の夫婦である。尽きようとす
る心の火を、忍耐と努力によって一生消さ
ないときに本当の夫婦の愛が生まれる。私
たち日本人は直接的な愛情表現が苦手です
が、「ありがとう」「お疲れさま」など感謝
やねぎらいの気持ちはしっかり言葉にのせ
て伝えることが大切ではないでしょうか。
皆さんは如何思われますか。本日の慶祝は、
結婚記念月祝いです。皆さんと共に考え実
行したいものです。
　本日の卓話は、会員である長崎新聞社の
永瀬さんです。楽しみにしています。よろ
しくお願いいたします。
　先日、佐世保市内8RC会長幹事会が行わ
れ、コロナの感染対策のため、メークアッ
プについてはもうしばらく現状を継続し、
受付にて記名のみとなります。

　本日の例会も、最後までよろしくお願い
いたします。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「それでこそロータリー」

幹 事 報 告
幹事　廣瀬　章博

1．地区幹事	 岡田　康信 さん
　事務所休業のお知らせ
　26日㈮13：00〜休業
　緊急連絡先　地区幹事　岡田
　携帯番号　090-8667-4625

2．地区米山奨学委員長	 松田　洋一 さん
　2022学年度 米山記念奨学生面接試験ご案内
　実施日／2021年12月19日㈰
　場　所／諫早文化会館
　時　間／9：00集合
　　　　　16：00〜採用決定会議 決議後終了
　該当委員／地区委員

3．�2021〜2022年度 地区大会事務局
　地区大会座席表

《本　　日》会員数 76 名（出席免除会員 27 名）・出席 45 名・欠席 31 名・ビジター 0 名・出席率 59.21 ％

《11月10日》会員数 76 名（出席免除会員 27 名）・出席 53 名・欠席 7 名・メークアップ 0 名・修正出席率 69.73 ％
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委員会報告
■70周年記録誌委員会委員長	 坂元　　崇
　ようやく、本日皆様へ70周
年記念誌をお配りすることが
でき、ほっとしています。
　昨年の11月4日に第1回委員
会開催以来約1年の活動を経
てようやくたどり着きました。70周年の記
録誌に相応しい記念誌を目指して加納パス
ト会長、円田実行委員長、芹野副委員長の
アドバイスを頂きながら大神副委員長、菅
沼さん（会長）、中村さん、筒井さん、安福
さん、内海さんと私の7名の委員会メンバー
で頻繁に打ち合わせを重ねました。その際、
福田パストガバナー、過去10年のパスト会
長はじめ会員の皆様に大変多くのご協力を
頂きました事をこの場をお借りしまして厚
く御礼申し上げます。

■インターアクト・青少年活動委員会委員長
	 坂元　　崇
　11月13日㈯14：00〜15：30まで島瀬公園前
アーケードにて西海学園インターアクトク
ラブによる「佐世保市交通遺児募金活動」
を行いました。
　アクトメンバー6名と林田顧問、佐世保
RCより福田青少年奉仕委員長と私の9名で
参加しました。
　コロナ禍ということで声を出しての募金
活動が出来ませんでしたが、アクトメンバ
ーが作成した募金活動のパネルを掲げて行
い25,335円の募金を頂きました。頂いた募
金は、佐世保市のこども未来政策課へ納め
させていただきましたことをご報告します。

■創立70周年記念行事実行委員会
	 実行委員長　円田　　昭
　昨年から、さまざまな70周
年記念行事を実行してまいり
ましたが、ようやくこの記念
誌完成をもって、すべての行
事を終了することができまし
た。長きにわたり70周年記念行事に対して、
さまざまな方々にご協力ご支援を賜りまし
て、誠にありがとうございます。

慶　　　祝
出席・例会委員会　大塚　隆夫

○結婚記念月のお祝い
　岩崎　正俊・恵子　 さん ご夫妻（ 3日）
　橘髙　克和・さなえ さん ご夫妻（ 6日）
　円田　浩司・桂子　 さん ご夫妻（ 7日）
　長富　正博・桂子　 さん ご夫妻（ 7日）
　増本　一也・光子　 さん ご夫妻（ 7日）
　松尾　　貴・真理　 さん ご夫妻（11日）

募金活動のようす

活動後の集計作業
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　福田　金吾・芙美恵 さん ご夫妻（23日）
　松尾　文隆・由美　 さん ご夫妻（23日）

ニコニコボックス
親睦活動委員会　内海　暢邦

古賀　　巖 さん
　明後日11月26日㈮18：00は、佐世保の風
物詩にもなっている「きらきらフェスティ
バル2021」の点灯式です。
　今年で26回目ですが、今年も島瀬公園を
光で彩ります。
　今年も施工をさせて頂きましたが、残念
ながら、26回目にして初めて島瀬美術館の
巨大壁面のイルミネーションはコロナ禍の
影響で中止になりました。
　それでも公園内は、真ん中に本物のもみ
の木を置くなど、予算の許す限り精一杯の
飾り付けを行いましたので、お楽しみ頂け
れば幸いです。という気持ちをこめてニコ
ニコします。

岩崎　正俊 さん、橘髙　克和 さん
円田　浩司 さん、長富　正博 さん
増本　一也 さん、松尾　　貴 さん
福田　金吾 さん、松尾　文隆 さん
　結婚記念月のお祝いをいただき、ありが
とうございました。

米倉洋一郎 副会長、廣瀬　章博 幹事
谷川　辰巳 副幹事、中島　　顕 さん

内海　暢邦 さん、庭木　香充 さん
円田　浩司 さん、草津　栄良 さん
坂本　　敏 さん、長野　哲也 さん
大久保利博 さん、筒井　和彦 さん
福田　金治 さん、池田　真秀 さん
福田　金吾 さん、中村　徳裕 さん
安部　雅隆 さん、松本　祐明 さん
安福　竜介 さん、松尾　　貴 さん
梅村　良輔 さん、西田　勝彦 さん
船場　昭裕 さん、鈴木　清輝 さん
木村　公康 さん、大神　吉史 さん
田中丸善保 さん、坂元　　崇 さん
岩崎　正俊 さん、髙田　俊夫 さん
坂根　　毅 さん
　永瀬徳豊さんの卓話に期待してニコニコ
いたします。

◇
ニコニコボックス	 本日合計	 40,000円
	 累　　計	 244,500円

卓　　　話
「新聞社人生」

新会員　永瀬　徳豊
（長崎新聞社佐世保支社　支社長）

　1990年に入社して報道部に
配属されました。担当は警察。
当時は原稿は手書き、写真は
モノクロ中心で支社や支局に
は暗室があって自分たちで写
真を焼いていました。パワハラという言葉
や概念もなかった時代で、よくデスクやキ
ャップから怒られていました。
　入社した年の11月に雲仙・普賢岳が噴火
し、翌年の6月3日に大火砕流が発生しまし
た。5月末から応援で取材に入り、大火砕
流が起きたときは島原市役所にいましたが、
上司からけが人が島原温泉病院に運ばれて
いるので、病院に行くよう指示され車で向
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クラブ会報委員会 委 員 長：池田　真秀　　　委　員： 長富　正博・中村　真弥
副委員長：松本　祐明　　 　　　　　船場　昭裕・鈴木　清輝

（今週の担当：松本　祐明　カメラ担当：池田　真秀）

＊今後の例会予定＊ 

12月 1日	 卓話　新会員　大塚　隆夫 さん

　　 8日	 卓話　会員　　中川　知之 さん

　　15日	 卓話　会員　　井上　斉爾 さん

　　22日	 卓話　佐世保青年会議所

	 理事長　山縣　昌彦 様

　　29日	 指定休会

 1月 5日	 指定休会

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊

12月 4日㈯　歳末助け合い街頭募金

　　11日㈯　佐世保市交通遺児支援街頭募金

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、 
メークアップにもなりますのでご活用ください。

＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

かいましたが、火山灰を含んだ泥のような
雨が降ってきて、ワイパーが動く範囲しか
見えないような状況でした。普賢岳ではマ
スコミの取材の在り方が批判され、マスコ
ミの一員としてしっかりしなければならな
いと思わされました。
　入社5年目に五島支局に転勤になりまし
た。肩書は支局長なんですが、社員は1人。
職住一体の支局舎で仕事をしていました。
大変だったのは二次離島の取材です。福江
島の周辺には小さな有人島がいくつかあり
ます。そのうちの赤島で火災が起きました
が、海が荒れて当日は消防も入れず、翌日、
消防署の船に乗せてもらい現地に行きまし
た。島の飲み会は豪快で、酒に弱いので、
よくつぶれていました。でも、島の人たち
は親切でいい思い出になっています。
　1998年に五島から佐世保に転勤になりま
した。佐世保では主に市政を担当しました。
9 ・11のテロが起こる前で、米海軍基地が
一般に開放されることも度々あり、家族で
基地に行ったこともありました。
　報道部に戻って、警察担当だろうと思っ
ていたら、予想外の経済担当になりました。
金融不安が高まっている時代で、ペイオフ
対策が話題になっていました。ちょうど20
年前の11月に九州最後の炭鉱だった池島炭
鉱が閉山になりました。閉山日の取材に数
人で島に行きましたが、宿の予約がとれて
いないことが分かりました。困っていると、
取材で仲良くなっていた下請け業者の人が
空いている炭鉱住宅の一室を貸してくれま
した。電気やガスも通っているし、炭鉱住
宅用の風呂にも入らせてもらいました。閉
山の日には最後に掘り出した石炭を持って
きてくれて、それは今も自宅の玄関に飾っ
ています。
　その後、内勤職場や部長職をして、昨年
12月に佐世保支社長になりました。初めて

編集を離れましたが、4月から編集部長を兼
務することになりました。9年ぶりにデスク
作業もすることになり、現場の記者たちと
一緒に地域のためになるような記事を出し
ていきたいと思っています。


